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物  質  名 ビス(1-メチル-1-フェニルエチル)=ペルオキシド ＤＢ－34 

別  名 

ビス(α,α-ジメチルベンジル)=ペル

オキシド、2-フェニル-2-[(2-フェニ

ルプロパン-2-イル)ペルオキシ]プロ

パン、ジクミルペルオキシド、過酸

化ジクミル 

構 造 式 
 

 
CAS 番号 80-43-3 
PRTR 番号 1-330 
化審法番号 3-1086 
分子式 C18H22O2 分子量 270.37 
沸点 396℃1) 融点 40.6℃2) 
蒸気圧 7.51×10-6 mmHg（25℃、推定値）3) 換算係数 1 ppm = 11.06 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 5.50（実測値）4) 水溶性 46×10-2 mg/L(25℃、実測値）4)  

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 5,000 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 4,100 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 6,000 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 3,000 mg/kg/day を 10 日間経口投与（詳細不明）した結果、半数が死亡した。試験

の初めには、白血球増多がみられたが、白血球減少に変化した。また、ヘモグロビン濃度の

減少がみられた 6)。 
・ラットに 0、60、200、600 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、200 mg/kg/day 以上の

群の雌雄で流涎、肝臓重量の増加、肝小葉中心性の肝細胞肥大、雄で血液中の好中球比率の

増加、血液中コレステロールの減少、600 mg/kg/day 群の雌雄で体重増加の抑制、肝細胞の変

性（脂肪変性、細胞浸潤など）、胸腺重量の減少、γ-GTP の増加、雄で ALT の増加を認め

た 7)。この結果から、NOAEL を 60 mg/kg/day とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、60、200、600 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、60 mg/kg/day 以上の

群の雌雄で、投与に関連した生殖器への影響はなかった 7)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ったり、皮膚に付くと、発赤、吸入すると、咳、咽頭痛

を生じる 8)。 
・本物質を用いたパッチテストで、軽微な刺激が生じたが、感作はなかったとの報告がある9）。

また、本物質にばく露された労働者では、鼻粘膜の刺激及び肥厚を生じた10）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
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 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 60 mg/kg/day（流涎、

肝臓重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 6 mg/kg/day を暫定無毒性量

等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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